
                      　 ト ールマン（ Tolman,  E.C.） と ホンジッ ク （ Honzik,  C.H.） によ る 潜在学習の

実験に関する 記述と し て妥当なのはど れか。

１ ． ネズミ に迷路を報酬なし で探索さ せる と ， 当初は報酬あり の統制群に比べて遂行

成績は伸びなかったが， 報酬を導入し た途端に遂行が急激に改善し た。

２ ． 踏み板を踏むかひも に触れる かする と ド アが開く 仕組みの箱にネコ を入れる と ，

初めのう ちは偶然に脱出する が， 徐々に効率よ く ド アを開いて脱出でき る よ う に

なった。

３ ． 回避不可能な状況で電気ショ ッ ク を与え続けら れたイ ヌ が， 回避可能な状況にお

いて， 自ら 電気ショ ッ ク から 逃れよ う と せずう ずく ま ったま ま であった。

４ ． アカゲザルに対し 同じ タ イ プの弁別学習を行う 課題を複数連続し て取り 組ま せる

と ， 最初はチャ ンス ・ レ ベルであった正答率が漸進的に上昇し ， 最終段階ではほ

ぼ完全正解に達し た。

５ ． チン パン ジーが箱や棒がばら ばら に置かれた 檻 の中で， 箱を 押すなど の行動レ
おり

パート リ ーを組み合わせる こ と によ って， 天井につる さ れたバナナを試行錯誤に

よ ら ず取る こ と ができ た。

【例題１】

【正答１】



                    　 アッ シュ （ Asch,  S.E.） は， 架空の人物の特徴を いく つかの特性語によ っ て

提示し ， そこ から 印象を形成さ せる と いう 手続によ る 一連の実験を行った。 こ の実験に

関する 次の記述ア～エのう ちには妥当なも のが二つある 。 それら はどれか。

ア． 初めの方に提示さ れた特性語が最終的に形成さ れる 印象に大き な影響を及ぼすと い

う 新近効果を見いだし た。

イ ． 個々の情報に基づく 印象が寄せ集ま って全体的印象ができ る のではないこ と を示し

た。

ウ ． 同じ 特性を組み合わせて人物を記述する 場合， その提示順序を変化さ せても 同じ よ

う な印象が形成さ れる こ と を明ら かにし た。

エ． 同じ 特性語であっても ， 他に提示さ れる 特性語が異なる と ， その文脈によ って意味

が変わる こ と を示し た。

１ ． ア， イ

２ ． ア， エ

３ ． イ ， ウ

４ ． イ ， エ

５ ． ウ ， エ

【例題２】

【正答４】



                     　 ベイ ト ソ ン（ Bateson,  G.） が唱え， 家族療法に影響を 与えた「 ダブルバイ ン

ド 」 の説明と し て妥当なのはど れか。

１ ． 両親世代の問題が子供の世代に 伝 播 さ れる 家族投影過程が， 多世代にわたり 生じ
でん ぱ

る こ と である 。 例えば， 父親の持っている 自分の母親に対する 問題が， 形を変え

て， 子供の母親に対する 問題と なっている こ と をいう 。 実際の治療では家系図を

用いる こ と も ある 。

２ ． 否定的な意味を 肯定的な枠組みに変える こ と である。 例えば，「 子供の問題に無

関心な父親」 と 不満を 持つ母親に対し ，「 口出し せずに見守る こ と ができ ている

父親」 と 表現を変える こ と で情緒的色彩を構築し 直し ， 問題解決の糸口にする 。

３ ． 家族のサブシス テム間の境界線である 世代間境界が侵害さ れる こ と である 。 例え

ば， いわゆる 母子密着は夫婦サブシス テムと 子供サブシス テムの境界が不明瞭に

なったこ と によ って生じ た事態と 考えら れる 。

４ ． 二者関係で， 一方が言語レ ベルである メ ッ セージを発し つつ， 非言語レ ベルでは

そのメ ッ セージと 衝突する メ ッ セージを発する こ と である 。 例えば， 手をつなご

う と し た子供に， 母親が身を こ わばら せ， 子供が手を 引っ 込める と ，「 私のこ と

好き じ ゃないの？」 と 母親が尋ねる よ う な状況である 。

５ ． 症状や行動をあえてやってみる よ う に指示する こ と である 。 指示に従えば症状の

コ ント ロ ールができ たこ と になり ， 従わなければ症状をあき ら める こ と になる の

で， いずれにし ても 症状の克服に結び付く こ と になる 。

【例題３】

【正答４】


